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11月の人口の動き

出生男’1女18計29

死亡“20ク17々37

転入々41々29“65

転出ク36々42ク83

世帯数10，285（前月土叫

人口42，666（前月－26）

男20，560人女22，106
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大野市長寺島利鏡

　

明けましておめでとうご

ざいます。

　

昭和51年の新しい年を皆

さんとともに迎えることが

出来ましたことは喜びにた

えません。

　

昨年は深刻な不況の中で

明け暮れた年でありました

が、市政におきましては苦

しい財政事情にありながら

も、開成中学校の完成、市

営バスの開通、不況対策な

ど新しい都市づくりを目指

して積極的な対策を講じてま

いりました。

　

しかし、本年は財政事情が

一段と落ち込み、市発足以来

最も厳しい緊縮予算を組まざ

るを得ないものと憂慮してお

ります。

　

従って、高度成長時代にお

ける振興計画の見直しを行い

住民福祉に密着したまちづくりを重点

的に推進していかなければならないと

存じます。

　

そのためには、環境衛生施設や道路

整備など生活基盤を整え、ほ場整備事

業の促進、繊維不況対策の充実など、

産業基盤の確立を図る一方、行政経費

の節減合理化を徹底し、限られた財政

力の効率的運用をモットーとして進め

たいと思います。今後とも、市政に一

層のご理解とご協力を賜わりますよう

お願い申し上げまして、新年のごあい

さつといたします。

12即定例市議会

一般会計2億2．900万円を追加

職員給与、農林業費重点に

　

第157回定例市議会は12月13日から19

日まで開かれ、「一般会計補正予算」「一

般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例」など9議案を審議し、。‾昭

和49年度大野市歳入歳出決算認定」の議

案については、決算審査特別委員会を設

けて継続審査になった外は、原案どおり

可決されました。

市の施設に量水計設置

　

一般会計は歳入，歳出にそれぞれ2億

2，914万3，000円を追加して，予算総額

は43億2，037万6，000円になりました。

　

歳出の主なものは①人郭完勧告に基づ

く一一般職tlの給与改訂に9，792万円②高

能率稲作協業団地育成事業や各種振興対

策事業の補助金決定による農林業振興関

係費に7，498万円③ことし夏の豪雨によ

る農地，公共林災害復旧事業費に1，849

万円④市施設の量水計の設置や水路しゅ

んせつ工事，観測井の設置などの地下水

保全対策に1，228万円④ゴミ処理施設建

設に要する経費に1，200万円－などです

財政は42年再建以上の厳しさ

　

開会日の予算の概況説明で市長は、今

後の財政見通しについて「昭和51年度は

市税の増収が期待出来なく、その上西谷

村合併による交付税の優遇措置8，000万

円が打ち切りになります。一方、支出で

はほ場整備事業補助金や県営事業負担金

公共用地取得関係費などの義務的経費の

増加、それにゴミ処理施設の建設をしな

ければなりませんので、来年度は昭和42

年の財政再建当初以上の厳しい状況にあ

ります」と述べ、市民の協力を強く要請

しました。
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いよいよ降

雪期を迎えま

した。井戸枯

れを防ぐため

今冬は道路も

屋根も融雪用

には極力地下

水を使わない

ようにしなけ

ればならない状況にありますので、それ

に替わる融雪方法と地下水かんよう対策

として、市は市街地の防火用水に昨年冬

の約2倍の水を流すよう努力しています

　

市街地東部の各水路の源である4号用

水は、下据で清滝川から取水しマックス

株式会社の横へ出て、国道157号線沿い

に春日3丁目へ入っています。

　

この用水路に1，010万円をかけて、水

の通りの悪い部分827mを深さ1に、幅

　

1．5ににしゅんせつするとともに、下据

にある水門2基、角落し2ヵ所を改良して

流水をよくしました。さらに清滝川の取

水施設も改良して、今まで1卜の流水量

を2トバこします。

　

また、3号用水も春日通りの水量を多

くするため、春日3丁目地係の520にを

83万円でしゅんせつしました。

4号用水のしゅんせつ工事
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統合中学校

建設が完了

　

昭和50年もみなさんのご協力により、

市政を発展させることが出来ました。

　

圭な出来事をもう一一度振り返ってみま

しょう。

　

〔1月〕10日～31日市街地を中心に井

戸枯れ775戸。14日阪谷橋架け替工事に

着工。

　

〔2月〕16日市議会議μ選挙（投票率

90．39％）

　

〔4月〕1日主要地方道大野墨俣線が

国道157号線に界格。13日知事、県議会

議tl選挙（投票率87．67％）

　

〔5月〕30日開成中学校2期工事完了

　

〔7月〕24日広域基幹林道法恩寺線大

野地係の工事に着工。

　

〔8月〕1日～16日城まつり、人出は

最高10万人。16川日西谷村10周年記念式

典。30日中［刻大使館肖向前参事官一行来

野。

　

〔9月〕1日巾史編さん委n会発足。

　

〔10月〕28～29日第87回北信越市長会

20日富田酪農団地完成。29日巾農協カン

トリーエレベーター完成。31日市廃棄物

処理場建設地決定。

　

〔11月〕1日巾営バス白山線運行開始

1日田鉄バス市内線運行開始。1日～3

日第9川人野巾総か文化祭。8日

～9日第7川人野巾農業祭。30川

佐開、上黒谷は場整備事業完成。

　

〔12月〕4日開成中学校完成（中

学校の統廃合による建設計画完了）

11日地ド水保全要綱制定。
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人野巾議会議長斉藤秀雄

　

新年明けましておめでと

うございます。

　

1976年の輝かしい新春を

迎え、皆さま方のご健康を

心からお祝い申しLげると

ともに、平素の市政発展の

ためのご協力に対し、深く

感謝申し1こげます。

　

さて、一昨年以来の石油

危機によって、わが国経済

構造の転換は物価抑制から

景気川復へと移りつつあり

ますが、従来の高度成長か

ら安定成長への体質変化にも

かかわらず、長期かつ深刻な

不況とインフレにより地方財

政はもとより、田家財政は危

機に直而レぐおりま士。

　

その中にあって、巾も巾民

福祉向llのため、学校建設、

農業切盤整備、道路整備、地

ド水保全対策など積極的に諸

施策を推進してまいりました。

　

本年は巾議会といたしましても、過

去の基盤の□こ、yつて厳しい試練を乗

り越え、今まで同様住みよいまちづく

りのために、巾民各位と一体になって

終始公正に諸問題を慎重に審議し、4

万2，000市民の期待にこたえるよう、

全力を傾注する決意を新たにするもの

であります。

　

どうか市政に対する皆さんのなお一

層のご支援、ご協力を賜わりますよう

お願いしまして、新年のごあいさつと

いたします。

・1市営バス白山線、国鉄バス

市内線の発車式（11）11日、

人野モ番駅前で）
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中挾中野大橋線通れます

駅東線も舗装完成

　

北部土地区画整理事業地域の幹線道路

である駅束線の舗装工事は完了し、中挾

中野大橋線の工事も一部分を残して、ほ

とんどが完成しました。

　

駅束線は工費1，9

75万円で、県道南六

呂師大野線の交点か

ら北部土地区画整理

事業区域の北の境界までの506mに、両

側に1．5にの歩道と、中央に9にの車道

を設けました。

　

中挾中野大橋線は工費5，070万円で、

国道157り・線の北陸電力人野電力所前か

ら旧京福モ番駅横までの793。5しに、3．5

にの歩道を両側につくり、10川田隔にア

カシアの若木を植えています。また中央

には9にの車道を設けていますっ

　

旧京福電鉄軌道敷地と中荒＃1j‘目地

係の約100には工事中ですが、通行は自

由に出来ます。
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市は昭和51～54年の4か年計画で、第2次林

業構造改善事業を計画しています。この事業は

林産物の生産機能と時代的な要請である自然レ

クリェーション、休養機能を両立させたエリア

づくりを宝慶寺地係でします。この外、林業の

経営基盤を充実する事業、資本装備を高度化す

る事業、協業化を進める事業があり、大野市総面

積の84．6％を占める4力5，816ヘクy－ルの大きな山

林原野を、総合的にかつ積極的に生かしていき

ます。

　　

「山を緑に」という国民の願いが年々

強くなるのに比例して、自然に安息を求

める人々が多くなっています。

　　

゛森林総合利用促進事業いよこれらの

社会的要請にこたえつつ、林業を振興さ

せようとする「第2次林業構造改善事業」

の目玉事業です。

　

市は林業コンサルタントの診断結果を

基にして、宝慶寺地域に林産物生産とレ

クリェーションの総合エリアづくりの計

画を進めることになりました。

　

この地域には名高い宝慶寺や国の重要

文化財の橋本家、アマゴ養殖場など観／

重文橋本家の防災工事完成

総工費は800万円

　

昭和49年度から進めていました国の重

要文化財橋本家の防災工事が、この程完

成しました。

　

昭和49年度は火災自動警報装置一式と

避雷針1基を200万円で設置しました。

　

今年度は50べの貯水そうを宝慶寺の山

中に造り、導水管を約400に引くととも

に、自由自在に方向が変えられる最新式

の放小銃付き消火栓を橋本家の屋内に1

基、屋外に2基600万円で建設しました

　

また宝慶寺も屋内・外に1基ずつ建

設しましたので、12

月11日には、両方の

施設の放水試験を兼

ねた防火訓練が宝慶

寺、市の関係者と区

民によって行われま

した。

　

訓練は午後2時に橋本家周辺の枯れ草

が焼えているとの想定で始められ、板木

が激しく鳴りますと雲水さんがすばやく

所定の位置につき放水を始めました。

　

貯水そうと消火栓との落差が約50にあ

るので、水は高さ40～45ににも達し、「こ

れなら早期消火は間違いなし」と関係者

を満足させました。

放水訓練をする宝慶寺の雲水さん

総合利用計画図
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／光資源も豊か

であり、さらに

自然保護と市民

の健康増進に役

立たせる目的で購入した市有地3万3，0

00平方にがあります。

　

これらの好条

件を生かして、

総面積約130ヘク

タールの山林に林

道を設け、駐車

場総合案内施設

休憩施設、キャ

ンプ場、便所、

給水場、それに

キャンプファイ

アーやいろいろ

な野外運動が出

来る林間広場、

散策が楽しめる

林間歩道の建設

などを計画して

います。

　

また、鳥獣保

護も併せて考え

巣箱を取り付け、実がなる花木を植えて

野鳥の森を造るとともに、クリの園、山

菜の園、きのこの森など四季をとおして

自然が満喫出来る夢多い地域になります

　

第2次林業構造改善事業の総事業費は

3億6，000万円で、国の補助50％、県・

市費と森林所有者負担で実施していくこ

とになっています。

　

しかし、国・県・市ともに財政状況が

極度に悪化していますので、実施の段階

になりますと、事業年度の延長、また一

部変更があるかも知れません。

－4年計画一

林道づくりや

協業化の推進

　

生産力が低く、機械化も遅れている林

業を振興させるため、昭和39年林業基本

法が制定され、第1次林業構造改善事業

が始まりました。

　

この事業では、林道の開設と生産基盤

の整備や労働生産性の向上を目指した機

械、施設の導入が主でした。

　

しかしながら、木材の需要増による外

材の急激な輸入増加、木材流通、消費構

造の変化、林業労働力の流出、さらに森

林レクリェーションの要求の増加など、

林業を取り巻く諸情勢の変化が起こって

きたため、国は昭和47年に第2次林業構

造改善事業を発足させ、林業総生産の増

大や協業化の推進、レクリエーション的

利用を含む森林の総合的利用を推進する

ことになりました。

昭和46年から林構実施

　

大野市は昭和46～48年の3か年間、第

1次林業構造改善事業を1億6，000万円

で実施し、寺月、志目木谷など5本の林

道の建設、また秋生に造林用宿泊施設の

建設等、林業振興の基盤づくりを進めて

きました。

　

昭和50年度はこの基盤に立って第2次

スマイル

　　　　　

「初詣で」

　

来年の正目まで達者でナ

　　　　　　　　　　　

神様

参拝者殿

林業構造改善事業の計画をつくり、昭和

51年度から4か年計画で①入会山の近代

化や分収造林等を進める゛経営基盤の充

実事業之②機械の導入や造林施設等の設

置を推進する゛資本装備の高度化事業l

③協業生産基盤の林道開設や協業活動体

制の強化等の゛協業の推進事業、④林産

物の生産機能とレクリェーション、機能

を両立させるこ森林総合利用促進事業l

を実施していくことになりました。

大島雌爵

図町名を伝える万歳

大野町づくし

　　

さて

　　

「扨も目出

度大野側殊

に首尾能四万

石四海波風

静にて城は

山城登り亀

身体そろそろ

登り口寿命

はつきぬ御万歳……」とうたい出され

るのは、越前万歳の「大野町づくし」

です。

　

大正初期までは、おめでたいものと

して正月によく演じられました。

　　

「世帯持つなら七間の亀屋の様な

家を建て、鍋屋の様な金持で……」と

当時の大野の風俗と町名を織り込み、

美しい文句でつづられています。現在

は武生市越前万

歳保存会のレパ

ートリーの中に

組み込まれてい

ますが、元来は

下舌の安川開仏

という江戸時代

の学者の作です

　

万歳は封建時代の町民文化を研究す

る＿1こで欠かせない資料であり、文化財

としての価値が極めて高いといわれて

います。
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大野には郷土色豊かな文化があり、民情があり、習慣があ

ります。その中に息づく私たちには季節のセレモニーがあり

ます。新春へのまちの表情を拾いましたので紹介しましょう

宝慶寺の彫刻

「毎夜池の水を飲んだ」という竜

　

ことしは辰年です。深えんに住み、自

由に天1こを駆け巡ると言われる竜は、人

間のあらゆる物事も兄通し、祥瑞（しょ

うずい）の神として昔からあがめられて

います。

　

宝慶与には雲に乗ってW・天する2頭の

竜の人きな彫刻があります。

　

これは道元禅師が

中国での修業を終え

て帰国されたときに

宋から一緒について

来た伽藍（がらん）

師玄源左衛門の子孫

が精魂こめて作ったものといわれ、時代

は明らかではありませんが、かなり古い

ものです。

　

今昔を問わず、参拝する者はいまにも

動き出しそうな神秘な出来栄えに、圧倒

されてきました。宝慶寺区の伊藤稔さん

　

（65歳∩よ「昔、この竜が夜な夜な義雲杉

横の池で水を飲ん

だり、雲水さんを

食べたりしました

　

そのため、目にく

ぎを打ち彫刻に着

色をしましたら、

その後あばれなく

なったという伝説

があり、これは生

き生きした竜のす

ばらしさか示す何

よりの証拠でしょう」と語っています。

　

あなたもぜひ拝観を……。

上庄ふるさと料理研究会

ことしは大豆を素材に

　　

「郷上料理で楽し

いお正JIを」とけiミ

ふるさと料理研究会

は12川16川L庄公民

館でむせち料理講習

会を開きました。「こ

うじづけのサバずし」「里芋のでんがく」

　

「カブの酢の物」「芋ぞうに」など地元の

野菜を生かした伝統料理のうち、現今に

なって比較的珍重がられるものが、各会

ほから披露されました。

　

中でも「芋ぞうに」は「ことし1年健

康でころころとこまめに働けますように

との願いがこめられた料理」との説明で

注目を浴びました。

　

3年前ll庄ふるさと料理研究会が発足

して以来、昔の食生活の研究とこれを実

際生活に生かす活動を進めてきました。

　

口

生活に生かすのはもちろんですが、料理

をとおして若い者と年寄りとの精神的な

つながりを深めることに大きな意義があ

ると思います」と語っていました。

　

また、会長の杉川典子さんは「昭和50

年はジャガイモを主にしたふるさと料理

を研究してきましたが、昭和51年は大豆

をテーマに考える年にしたいです。゛おふ

くろの昧を家庭にlをモットーにして、

＼i1婦の輪を広めていきます」と話してい

ました。

郷土のおけち料理を作る上庄ふるさと

料理研究会員
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開成中カルタクラブ

県下のレベルに達したい

　

「高砂や尾

1この桜……」

「はい」返事

と同時に゛ピ

シッlとカル

タを取る音が

響き、室内は

若い熱気に満

ちていました

　

これは開成中学校゛百人一首クラブ之

の活動で、毎週水曜日の放課後には男女

24人の生徒が練習に励んでいます。

　

クラブを結成してから5年目、当初は

女性ばかりでしたが、ことしは男性も多

く入会し、一段と活気を増し、毎回全員

が出席する熱心ヽさです。

　

つぶらなひとみを輝かせてカルタを追

っていた小林隆子さん（1年生）に入会

の動機を尋ねますと、「小学校からやって

いましたので、中学校でも続けてもっと

上手になりたいからです」とのこと、ま

た林圭子さん（2年生）は「カルタが好

きなのでクラブで思う存分楽しみたいと

思って入りました」と明るく笑っていま

した。

　　

「クラブでは歌を覚え、カルタを早く

取れるようになる

ことと、礼儀の正

しさを身につける

ことをモットーに

していますが、と

きには昔の人の恋

心や生活の模様な

ど歌の意味も紹介

しています」と指

導に当たっている

河合清子先生は話

していました。

　

1月には市民カ

ルタ大会、また2

巾こは県下中学生

カルタ大会があります。

　

部長の野村桂子さん（3年生）は「県

下の大会では、三国町はいつも強く、私

たちのレベルの低さを痛感しています。

　

ことしは少しでも距離を縮めるよう、

大いにがんばります」と張り切っていま

した。

百
人
一
首
の
練
習
に
励
む
開
成
中
生
徒

し
め
な
わ
作
り

神
聖
な
年
中
行
事
に
喜
び

　　

「しめなわ作

りを始めてから

もう45～6年に

なります。動機

はとうじ先の豊

橋市の朝市にず

らりと並んだし

めなわに感動し

ましてね……。自分

も作れないものかと

買って帰り、何回もほどいて作り方を研

究しました。そして余暇に酒米の俵で作

っだのが始まりです」と松田清さん（70

歳、新庄）は慣れた手さばきで玄関用の

大きなしめなわを作りながら語っていま

した。

　

昔は中野町、中津川、鍬掛にかなりし

めなわ作りをする人がいましたが、現在

はごく少数になってしまいました。

　

松田さんが作るしめなわは玄関、神だ

な、台所、自動車、店用など17種類で、

一番大きいのは長さが約4に50ぐ、太さ

10ぐもあります。「材料のワラは稲を早刈

りして毎年自分で用意していますが、ウ

ラジロ、ホンダワラ、ユズリハは大野で得

られないので敦賀まで取りに行きます。

　

このように、毎年年中行事として神聖

なしめなわ作りに精出せるのを喜びとし

ています」と松田さんは1筋1筋に力を

こめて、より上げていました。

玄関用の大きなしめなわを作る松田清さん

　

今月の納税

市・県民税4期分

31日までに納めて下さい
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お知らせ

◆母子家庭児童に入学支度金

　

母子家庭の児童が小学校または中学校

に入学するとき、死別世帯に1万円、生

別世帯に5，000円の支度金が支給されま

す。該当される方は1月16日（金）から

31日（土）までに市福祉事務所で申請手

続きをして下さい。その際印鑑が必要で

す。ただし、市民税の所得割を課せられ

ている家庭は除かれます。

◆ゴミ収集は週1回に

　

市街地のゴミ収集は、1月6日から3

月31日まで週1回になります。

　

収集曜日は12月に回覧でお知らせした

とおりですから、ご協力願います。

　

なお、ゴミは必ず燃えるものと燃えな

いものを別袋にして、収集日の朝ステー

ションへ出すようにして下さい。

◆スキー指導者講習会10・11日

　

スキー指導者講習会が1月10日（土）

午前9時から11日（日）午後3時30分ま

で六呂師スキー場で開かれます。受講は

無料ですが、宿泊料1．200円必要です。

　

希望者は1月8［1（木）までに市体育

課（6－1111内線406）へ申し込んで下

さい。

◆インフルエンザ予防を

　

インフルエンザの本格的な流行期です

次のことを励行して健康な日々を送りま

しょう。

1。外出から帰ったら、ウガイをする。

2．偏食せず、バランスの取れた食事を

　

して栄養を十分取る。

3．夜ふかしなど体力の消耗を避ける。

4．気温の変化に注意し、体温の調整に

　

気をつける。

5．汗の後始末をよくする。

6．湯ざめをしないようにする。

7．乾布摩擦で皮膚を鍛える。

◆年賀ハガキコンクール作品募集

　

大野公民館は、年賀ハガキのデザイン

コンクールを行います。美しい心温まる

年賀状をお寄せ下さい。

　

〈募集作品〉昭和51年の年賀ハガキで、

自作または受け取ったもの。印刷所が印

刷したものやプロ作品は除きます。

　

〈締め切り〉1月16日（金）まで

　

〈提出先〉大野公民館（明倫町3－28）

◆雪が降ったら電線にご注意

　

降雪期には電線切断による事故が多く

なります。j）切れた電線には絶対触れな

い②屋根の除

雪のとき、雪

が電線に触れ

ないように投

げ下ろす。③

木の枝の雪が

電線に触れて

いないかー

など注意願います。もし、危険な個所を

発見されましたらすぐに北陸電力大野営

業所（6－4477）へご連絡下さい。

◆源泉還付申告書提出は1月中に

大野税務署では、2・3月は所得税確

定申告の時期で混雑するため、源泉還付

申告書の提出は1月中に、納税証明の請

求は2月中句までにするよう、望んでい

ます。なお、前年還付を受けられた方へ

は、1月中句までに確定申告書用紙をお

送りします。

◆雪下ろし、ガスボンベに気をつけて

　

軒下にあるプロパンガスのボンベに、

下ろした屋根雪が当たってガス管がはず

れ思わぬ事故が起こります。

　

ボンベには囲いをするとともに、屋根

雪下ろしをするときは、十分注意して下

さい。

◆献血に協力下さい

　

献血を1月20日（火）午前10時から午

後3時まで、奥越合同庁舎前で行います

のでご協力下さい。

成人式は15日

　

新成人おめでとうございます。該

当者は昭和30年4月2日から昭和31

年4月1日までに生まれた男294人

女290人計584人です。

　

式は次のとおり行いますので、ご

出席下さい。

日時1月15日（水）午前8時30

　　　　

分から

場所大野市民会館

日程

8：30～10：00受付、10：00～11：00式典

11：00～12：15記念行事（折りツルと

話し合い）、12：15～13：45昼食、交歓

会記念撮影、13：45～15：30お好みコ

ーナ（のど自慢、市長と語る会、ダ

ンス、喫茶、グループ紹介など）

　　　　　　　　　

一一一一一一一一一一厘X
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こ
と
し
の
エ
ト
は
辰
（
竜

の
こ
と
）
で
あ
る
。
モ
ノ

の
本
に
よ
る
と
竜
は
ツ
ノ

キ
バ
を
持
ち
、
巨
眼
、
ヒ

ゲ
を
は
や
し
、
鋭
い
ツ
メ

の
つ
い
た
四
つ
足
が
あ
る
。
全
身
ウ
ロ
コ
に
お

お
わ
れ
、
地
中
・
深
え
ん
・
天
上
を
自
由
に
行

動
で
き
る
と
い
う
怪
物
▼
昔
か
ら
中
国
で
は
舷

麟
・
鳳
凰
・
亀
と
共
に
四
霊
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
瑞
兆
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
中
国
の
竜
神

信
仰
は
‐
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
て
祥
瑞
の
し
る

し
と
さ
れ
、
海
神
・
水
神
と
し
て
神
聖
視
さ
れ

た
。
束
南
ア
ジ
ア
で
は
川
の
神
を
祭
る
の
に
竜

頭
の
舟
を
浮
か
べ
る
と
い
う
▼
し
か
し
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

～
ス
ー
パ
ー
竜
く
ん
は
笹
の
葉
と
五
色
の
糸
が
き

ら
い
と
い
う
か
ら
面
白
い
。
楚
の
時
代
の
詩
人

屈
原
が
涸
羅
の
水
に
身
を
投
じ
て
以
来
、
人
々

は
竹
筒
に
米
を
入
れ
て
彼
の
霊
を
慰
め
た
。
と

こ
ろ
が
屈
原
の
亡
霊
が
「
竜
が
米
を
全
部
食
ぺ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
笹
の
葉
で
ふ
た

を
し
て
五
色
の
糸
で
巻
い
て
お
く
れ
」
と
人
々

に
告
げ
た
。
以
後
、
笹
の
葉
に
米
を
入
れ
、
五

色
の
糸
で
し
ぼ
り
チ
マ
キ
を
作
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
五
色
の
糸
が
、
端
午
の

節
句
の
吹
き
流
し
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
▼
さ

て
、
こ
の
竜
は
東
洋
で
は
神
と
祭
ら
れ
瑞
祥
と

さ
れ
て
い
る
が
、
西
洋
の
説
話
で
は
ド
ラ
ゴ
ン

と
呼
ば
れ
、
新
約
聖
書
で
は
罪
悪
の
根
源
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
こ
ら
し

め
る
こ
と
を
、
騎
士
と
し
て
最
も
華
々
し
い
業

績
と
さ
れ
て
い
た
。
民
族
、
歴
史
が
違
う
と
こ

う
も
兄
方
が
異
な
る
も
の
か
▼
当
市
に
も
宝
慶

寺
に
あ
る
竜
の
彫
刻
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
る

あ
ま
り
悪
［
を
言
っ
て
ゲ
キ
リ
ン
に
ふ
れ
て
は

困
る
。
何
は
さ
て
お
き
、
こ
と
し
こ
そ
は
い
升
竜

に
あ
や
か
り
、
景
気
L
1
1
升
リ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
た
る

市
の
発
展
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
D
生
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